
令和３年度学校経営計画書 
新見市立新見第一中学校 

Ⅰ 本校のミッション（使命・存在意義） 

 

１生徒に対して 

（１）「知識基盤社会」を念頭に置き，将来を主体的にたくましく生きぬく生徒を育成する。 

（２）地域との連携を密にし，地域の良さに気付き，地域に貢献し、地域の文化を継承・発展さ 

せていく生徒を育成する。 

（３）グローバルな視点を持ち，これから始まる Society5.0 社会で活躍できる生徒を育成する。 

２保護者に対して 

  キャリア教育を核としながら、知・徳・体に関わる教育活動を充実させ、生徒の人間的・社会 

的・職業的自立の基礎を培い、生徒が成長していく過程を保護者と共有することで教育に関する 

協働意識・協働意欲を高める。 

３地域に対して 

  地域に開かれた学校づくりを通して、学校が地域住民のコミュニティの場となり、交流の拠点 

並びに街づくりの核としての役割を果たす。 

 

 

Ⅱ 内外の環境分析 

  強み 弱み 
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生

徒 

・全体的に素直で明るく心優しい 

生徒が多い。 

・基本的な生活習慣は概ね身に付 

いてきている。 

・基礎学力は概ね身に付いてい 

る。 

・運動や部活動に親しむ習慣が身 

に付いており、体力や運動能力 

が高い。 

・複数集団の良さを生かした教育 

活動が展開できるため、学級活 

動や学校行事へ意欲的に参加し 

ている。 

 

・自ら進んで行動したり発言したりすることを遠慮

する傾向がある。  

・家庭学習の時間が不十分であり、家庭学習の習慣

化が急務である。 

・自分の考えをまとめて、書いたり話したりする力

（アウトプットの力）が弱い。 

・多くの生徒が SNS を利用しているが、操作技能に 

比べ情報モラル、情報セキュリティの意識や自己 

管理能力が低く、様々なトラブルがみられる。 

・学力不振や人間関係のトラブル、家庭環境に起因 

する不登校生徒や別室登校の生徒が多い。 

 

 

 

保

護

者 

・教育熱心で、学校行事への参加 

率は高い。 

・学校教育に対して協力的であ 

り、PTA 活動に意欲的に取り組む 

機運がある。 

・スマートフォンの買い与えに関しての危機意識が 

低い。 

・親として社会の先輩として、子育てに関する明確 

な価値観を持てていない保護者が多い。 

 



 

 

 

教

職

員 

・熱心でまとまりがよく、協働す 

る組織になっている。 

・常に自己研鑽に励む意欲と実践 

力を有し、学び続けようとする 

意欲が高い。 

・ICT 機器を効果的に活用する教師 

が多く、先行的に教育の創意工 

夫に取り組もうとする意欲が感 

じられる。 

・教員として脂ののった中堅層が極端に少なく、若 

手に即戦力としての役割が求められることから、 

ベテランから経験の浅い若手への知の継承が急務

である。 

・ベテランと若手の OJT の場を意図的に組む必要が 

ある。 

・今日の教育課題はますます複雑多岐に渡っている 

ため、関係諸機関との連携を一層密にする必要が 

ある。 

 

 

 

 

 

外部環境 

・豊かな自然環境と保幼小中高大

という一貫した教育環境が整備

されている。 

・地域の中心部に位置し、規模的

にも市の中心校であり、常に注

目を浴びる存在である。 

・地域住民は総じて学校に協力的

であり、地域で子供を育てよう

とする機運がある。 

・教育行政が ICT 設備の充実や外

国語教育の充実など、情報化、

国際化に向けた教育環境の充実

に熱心である。 

 

・中学校に上がる８小学校のうち７小学校は小規模

校であり、小中における様々な段差の解消が求め

られる。 

・バス通学の生徒が 2割を占め、様々な面で時間的

な制約を受ける。 

・生徒数の減少に伴い、高等学校の入学者選抜の倍

率が年々低下しており、学習意欲の低下に少なか

らず影響を与えている。 

・学校の働き方改革に対し、さらなる理解を求めて

いく必要がある。 

 

Ⅲ ミッションの追及を通じて実現しようとする本校のビジョン（将来像、目指す姿） 

１ 学校教育目標 

  『はつらつと心豊にたくましく生きる力の育成』 

２ 校訓 

  『自立・協力』 

３ 目指す学校像 

  ◇生徒にとって「個性や能力が伸ばせる学校」 

  ◇職員にとって「生徒とともに成長できる学校」 

  ◇保護者・地域にとって「信頼される学校」 

４ 目指す生徒像 

  ◇自ら考え、判断し、行動できる生徒 

  ◇思いやりをもち、協働して課題解決を図ろうとする生徒 

  ◇心身を鍛え、諦めず最後までやり抜く生徒 

５ 目指す教師像 

  ◇生徒と誠実に向き合い、情熱を傾ける教師  

  ◇家庭との連携を密に図り、温かく家庭と接する教師 

◇自己研修，校内研修に励み，能力や資質の向上を図る教師。（理論と実践の往還を意識する。） 

   ◇小学校との連携を一層深め，９年間で子どもたちを教育する視野をもつ教師。 

 



Ⅳ 指導の重点 

令和３年度 新見第一中学校 学校経営構想図（グランドデザイン） 

 

 

 

 

〇学習指導のスタンダード

の徹底（授業ファイブを

意識したねらいと振り返

りの重点化→生徒が主役

となる授業づくり） 

〇協同学習を核にした能動

的思考の重視 

〇まなびノートの活用によ

る自主的な学習態度の育

成 

〇複数の教員スタッフによ

る放課後補充学習の充実 

成長を実感できる 

学習づくり 

〇生徒指導の３機能を意識し

た、生徒の主体性を重視し

た特別活動の推進 

〇ＳＥＬ、ピア・サポートを

中心とした対人関係スキル

の向上や自己有用感の醸成 

〇ＰＢＩＳを中心とした望ま

しい行動の可視化を通して

の自己肯定感の向上 

自己肯定感を育む 

集団づくり 

〇集団生活におけるルール

やマナーの定着（きまり

の遵守、挨拶の励行、時

間の厳守、掃除の徹底な

どの凡事徹底） 

〇厳しく温かい指導を基盤

とした人間関係の構築

（正義が通る学級風土の

醸成） 

〇教育相談体制の充実によ

る的確な情報収集と鋭敏

な感性による生徒理解 

安全で安心できる 

生活づくり 

学校経営を支える体制 

１ 教員の指導体制 ：①目標の共有と研修を核にした資質・能力の向上 

           ②職員相互の信頼とチームワークの構築 

 ③ワークライフバランスを意識した働き方改革の推進          

２ 関係機関との連携：警察署、児童相談所、市役所子ども課、ＳＣ、ＳＳＷとの連携 

３ 家庭との連携  ：授業参観、保護者会、保護者教育相談、ＰＴＡ活動の推進 

４ 地域との連携  ：学校運営協議会、新見みらいづくり会議、民生委員との連携 

めざす生徒像  １ 自ら考え、判断し、行動できる生徒 

         ２ 思いやりをもち、協働して課題解決を図ろうとする生徒 

         ３ 心身を鍛え、諦めず最後までやり抜く生徒 

学校教育目標  はつらつと心豊かにたくましく生きる力の育成 



令和３年度 学校教育目標及び校内研究主題 

新見市立新見第一中学校 

＜教育目標＞ 

はつらつと心豊かにたくましく生きる力の育成 

＜研究主題＞ 

主体的に学び合い、高め合う生徒の育成を目指して 

＜研究主任＞  

 

Ⅰ 基盤となる考え方 

子どもたちは勉強が分かりたいという願いを必ずもっている 

 

生徒は学び続ける限り決して崩れない（もう無理と諦めさせない） 

 

そのためには授業等に対する一層の改革が必要 

（中教審答申：生徒の興味・関心に応じ、一人一人に応じた学習活動や学習

課題に取り組む機会を提供することが一層求められている。） 

 

Ⅱ 研修内容 

基本的に総社市が行っている「だれもが行きたくなる学校づくり」の理論を取り入れる。特に、

授業改善で直接的に生きて働く＜協同学習＞を中心に＜ＳＥＬ＞＜ピア・サポート＞のそれぞれ

部会を設け、校内研修を実施する 

 

①＜協同学習＞：ペアやグループの活動における感情、役割、思考の交流をとおして思考力や判断

力を深めるとともに、良好な人間関係を築き支持的風土の醸成を図ることで、学力や学

習意欲の向上と情緒的、社会的な発達を促す。協同学習を実践していくことで、主体的・

対話的で深い学びを実現する授業改善を行う。 

○授業改善についての考え方 

授業改善を図るためには、黒板を背にして教師が一方的に教科書を説明し、生徒が受け身で

ノートに筆記する授業からの転換を図らなければならない。さらに言えば、教師が懸命に教

えるテンションの高さとは対照的に、静的に沈みこんだ生徒の姿からの脱却を図ることに他

ならない。では、何をどう改善していくのか？ 

   

 

 

 



   （１）授業の中で①作業的な活動（個人思考）と②小グループでの話し合い（協同学習）（グルー

プ思考）と③生徒相互の発言の交流と共有（集団思考）をすべての授業で取り入れる。  

（２）日常的に授業を他者に開き、同僚の言葉に心を開き、謙虚に自分の授業を反省する。授業

見学・授業公開を行い、相互に研修を深める。（授業見学週間） 

（３）５教科の教科ごとに１人が授業研修を行う。その指導案は教科会で考える。 

授業は該当教科の教師と授業改革推進員の先生が見学し、その後、振り返りを行う。 

（教科別授業研修） 

 

②＜SEL（Social and Emotional Learning）＞：ストレス・マネジメントやアサーショントレーニ

ング、アンガー・マネジメント等生徒の社会性（対人関係）に関するスキルや態度、価

値観を身に付けること 

 

  ③＜ピア・サポート＞：「ピア」とは仲間という意味であり、「ピア・サポート」とは仲間が仲間サ

ポートする活動である。子どもたち相互の人間関係を豊かにするするための学習の場を、

学校の実態や課題に応じて設定し、そこで得た知識やスキルを基に、仲間を思いやり支

える実践活動を行う 

 

Ⅲ 研修体制 

 

 

部⻑ 部⻑ 部⻑

1年団 1年団 1年団

2年団 2年団 2年団

3年団 3年団 3年団

Ｒ３年度新見第一中学校研修体制図

校内研修担当教務担当

部⻑会 授業改革推進員

ピア・サポート部会ＳＥＬ部会協同学習部会

校⻑

教頭

職員会議



★部長会・・・第一中学校としての成果、課題の検討、今後の方向性について協議する。また 3部会 

の取組を確認するととともに、関連のある取組を効果的に配置したりダブらないよう 

にする。部長会には、「誰もが行きたくなる学校づくり」の実践経験のある小林先生に    

アドバイザーとしてかかわっていただく。  

 ★部会・・・・「協同学習」「SEL」「ピア・サポート」の 3部会とし、各部会に部長と部員（各学年か 

ら 1～2名配置）で構成する。部会での話し合いがスムーズに学年団に伝わり、組織的 

に取り組むことができるようにする。 

★教科担当（教科会）・・・教科ごとに教科会を、適宜開催し、指導方法、評価などについて協議・情

報交換を行う。 

   

Ⅳ 部会の取組内容 

＜協同学習部会＞ 

 教科会で、各教科でどのように取り込めるかを話し合い、可能な限り各時間の指導に協同学習を組

み込むこととする。他教科の授業を参観し、「取り入れるための工夫を」を考え、より効果的な協同

学習を目指す。 

＜ＳＥＬ部会＞ 

ピアサポートワークブックを基に、各学年で内容を決定し、総合的な学習の時間や学級活動の時間 

を使って実施するための企画・立案を行う。 

＜ピア・サポート部会＞ 

  ＳＥＬで身に付けたスキルを使ってピアサポート活動を行い自己肯定感や自己有用感をはぐぐむこ

とのできる活動を具体的に企画していく。 

  ※ 今年実践した例 

 〇学習支援ピア・サポート（上級生が下級生の学級に出向き、学習支援を行う。） 

 〇学校行事ピア・サポート（2年生が 1年生の学級に出向き、学校行事等に関する情報提供を行う。） 

  〇進路学習ピア・サポート（３年生が下級生の学級に出向き、進路達成に向けて取り組んだことや

獲得した知識を伝えたりする。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ 校内研修の流れ  ※日時は変更する場合があります。 

日時 内容 

４月９日（金） 協議 ・今年度の取組について・各部会の協議事項の確認 

5 月  日（ ） 

 

６月 

 

 

7 月  日（ ） 

 

９月 

 

10 月 

 

11 月  日（ ） 

 

2 月 

 

3 月  日（ ） 

授業研修会 

 

教科別授業研修 

 

 

協議 

 

調査 

 

授業見学週間 

 

授業研修会 

 

調査 

 

協議 

・協同学習の授業実践（見取り・振り返り） 

 

・（５教科）教科ごとに授業改革推進員を交えて 

 授業研修を行う。 

 

・1 学期の振り返りと 2 学期にむけて 

 

・生徒アンケート 

 

・期間中に必ず、授業を見学する。 

 

・SEL の授業実践（見取り・振り返り） 

 

・生徒アンケート 

 

・1 年の取組のまとめ 

 

実

践 



様式第４号（第７条関係）（その３）

令和３年度　中学校教育課程編成表
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指
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4 4 4
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国 語 6 6 8 (9)

社 会 5 8.5 (8) 2 (4)

数 学 26 30 (8) 25 (13)

理 科

音 楽

美 術

保健体育 読  書

技術・家庭 朝の会

外国語 １校時

国 語 休  憩

社 会 ２校時

数 学 休  憩

理 科 ３校時

音 楽 休  憩

美 術 ４校時

保健体育 給食・休憩

技術・家庭 ５校時

外国語 休  憩
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目
　
　
標

学
校
教
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日　数

学　年

授　業　時　数　の　配　当

年　間　授　業　日　数

203

 はつらつと心豊かに
  たくましく生きる力の育成

　○学力の定着を図り、主体的に学ぶ態度を育成する。
　○自他を尊重し、互いに認め支え合う集団を育成する。
　○健康的な生活習慣を確立し、強い心と体を育てる。
　○将来を展望し、自己の生き方を考える意欲を育てる。

１.総合的な学習の時間
　　○プロジェクト学習として選択型と必修型
　　　の２パターンを実施する。
　　○プログラミング学習で育成するプログラ
　　　ミング的思考力やプレゼンテーション力
　　　を、各プロジェクト学習に生かす。

　Ａ.選択型プロジェクト学習（全学年）
　　○地域の産業
　　○身近な福祉
　　○郷土の偉人
　　○地域の観光
　　〇地域の文化

　Ｂ.必修型プロジェクト学習
　　～ふるさとキャリア学習～
　　1年　新見発見プロジェクト
　　2年　新見体験プロジェクト
　　3年　新見貢献プロジェクト
　
２まなびタイム
　水曜日６限目をまなびタイムとして、各教科の
　補充学習にあてる。

３.朝読書
　始業前15分間を読書活動に充てる。
　読書習慣の定着と、落ち着いた学習環境づく
　りの一環として実施する。

４.授業改革に向けて
　次の3点をすべての授業の中に取り入れる。
　①作業的な活動（個人思考）
　②小グループでの協同学習（グループ思考）
　③生徒相互の発言の交流と共有（集団思考）

５．個別指導（最大30分）
　帰りの会終了後、必要に応じて個別の学習指
　導の時間を設定する。個別指導が必要な生徒
　を対象に少人数での学習支援を行う。

６.家庭学習
　「一中型家庭学習のスタンダード」に基づ
　き、自ら学ぶ力を育成する。計画的な宿題・
　学びノート・学習支援の３つを柱にして、家
　庭学習時間の確保と充実を目指す。

13:35

9:35

9:45

10:35

10:45

14:25

14:35

15:30

16:15

  新見市立新見第一中学校

　小藤　一成   　印　　　

授　業　時　数　の　配　当

儀 式 的 行 事
特
　
別
　
活
　
動

区分　　　　学年 1

総合を特活に代替する場合は、その時間数を（　）書きで外数として記入すること

6.5

１日の時程表 その他学校の教育活動に関する事項

2 3

旅行・集団宿泊的行事

勤労生産・奉仕的行事

文 化 的 行 事

健康安全・体育的行事

学
　
校
　
行
　
事

計

35

1085 1019

(6)

(20)



様式第５号（第７条関係）（その２）

印

学
校
教
育
目
標

指
導
方
針

国      語
社      会
数      学
理      科
音      楽
美      術
保健体育

技術・家庭
外 国 語

*（職業・家庭）
国  語
社  会
数  学
理  科
音  楽
美  術
保健体育

技術・家庭
外 国  語

その他（  ）
884 (81.4%) (79.8%) 843 (82.7%)
36 (3.3%) (3.3%) 36 (3.5%)
60 ＜ ＞ ＜8＞ 70 ＜13＞

(5.5%) (7.4%) (6.9%)
46 (4.2%) (4.2%) 35 (3.4%)
60 (5.5%) (5.3%) 35 (3.4%)

令和3年度 中学校特別支援学級教育課程編成表

0

866
36
80

46
57

202
1085

110

はつらつと心豊かに
たくましく生きる力の育成

107 140
144 141

0

1086

142 140
48 38

105

〇人との関わりを円滑にし、よりよく生きようと
 する意欲や態度を身につける。
〇活力ある生活をするための資質や習慣を身につ
 ける。
〇生きるために必要な知識や技能を身につける。
授業時数の配当

3
0
3

1
0
1

140

36

203
1019
195
3

0

3

110 106
74 74 35

48 38

106

学校名
障害の種類

新見市立新見第一中学校
自閉症・情緒障害

1 2

区分

必
須
教
科

各
教
科

142 110
106

106 106

校⻑名
学級名

小藤 一成
      ゆずりは学級

21

36

105

備    考

年間授業日数
学    年

男
女
計

予
定
生
徒
数

総授業時数

小    計
特別の教科である道徳
総合的な学習の時間

<>内は特活に代替した時間数＜内数＞

特別活動
*（自立活動）

選
択
教
科

音楽、美術、保健体育、技術・家庭は交流学級で実施。



様式第５号（第７条関係）（その２）

印

学
校
教
育
目
標

指
導
方
針

国  語
社  会
数  学
理  科
音  楽
美  術
保健体育

技術・家庭
外  国  語

*（職業・家庭）
国  語
社  会
数  学
理  科
音  楽
美  術
保健体育

技術・家庭
外  国  語

その他（  ）
805 (74.1%) (72.9%) 771 (75.7%)
36 (3.3%) (3.3%) 35 (3.4%)
60 ＜   ＞ ＜8＞ 70 ＜13＞

(5.5%) (6.6%) (6.9%)
46 (4.2%) (4.2%) 35 (3.4%)

139 (12.8%) (12.9%) 108 (10.6%)

必
須
教
科

選
択
教
科

各
教
科

105 106 140

2 3

1086
202

1085
203

はつらつと心豊かに
たくましく生きる力の育成

〇活力ある生活をするための資質や習慣を身につける。
〇生きるために必要な知識や技能を身につける。
〇よりよく生きようとする意欲や態度を身につける。

140 141 140
105 105 105

総授業時数

小    計
特別の教科である道徳
総合的な学習の時間

<>内は特活に代替した時間数＜内数＞

特別活動
*（自立活動）

授業時数の配当
区分

105
48 38 35
48 38

備    考

年間授業日数
学    年

男
女
計

予
定
生
徒
数 1

音楽、美術、保健体育、技術・家庭は交流学級で実施。

0
1
1

5
0
5

1

令和３年度 中学校特別支援学級教育課程編成表

0

791
36
72

46
140

学校名 校⻑名

学級名

         小藤 一成

         あけぼの学級

70 73

障害の種類

新見市立新見第一中学校

知的障害

1

1019
195

21 3

35

70

110 110 106
74 74 35

105 106



令和３年度　校務分掌 *学年出し

企画運営 （ 杉本 ） 進路指導主事 安田

時間割 （ 杉本・藤井・上仲・重村・中山 ） 生徒指導主事 羽柴

通学バス （ 教頭・田中武・林 ） 保健主事 森上

校内研修 （ 小松・杉本 ） 研究主任・学力向上担当 小松

校務支援 （ 杉本・藤井・羽柴・小松 ） 道徳教育推進教師 小林

教務事務 （ 杉本 ） 特別支援コーディネーター 福田

学校行事 （ 杉本 ） 校内チームコーディネーター 杉本

教育実習 （ 教頭・藤井 ） 小中連携担当 杉本
地域連携担当 教頭
初任者指導 田中文

学力向上 （ 小松・藤野・安田・藤井 ） ・国語（見持）

道徳教育 （ 小林・藤野・見持 ) ・社会（堀江）

総合的な学習 （ 重村・上仲・中山 ) ・数学（小松）

特別支援教育 （ 福田・早川 ） ・理科（中山）

人権教育 （ 堀江・木口・小林 ） ・音楽（上仲）

ICT・プログラミング教育 （ 藤井・木村 ） ・美術（井上）

図書館教育 （ 見持 ） ・保体（前原）
・技家（藤野）
・英語（重村）　　　

学年・学級活動 （ 藤野・見持・安田 ）
キャリア教育 （ 上仲・重村・中山 )
生徒会活動 （ 藤野・大場 ）
部活動 （ 前原・久津間 ） ・野球部 安田・木村

・ソフトボール部 小松・花田
・サッカー部 堀江・松永

生徒指導 （ 羽柴・堀江・小松・前原 ） ・男子ソフトテニス部 見持・藤井

交通指導 （ 堀江・小松・前原 ・女子ソフトテニス部 重村

不登校支援 （ 西村・中山・重村・上仲 ） ・男子バスケットボール部 木口

地域連携 （ 教頭・杉本 ） ・女子バスケットボール部 久津間

清掃美化 （ 久津間・木村・小林 ) ・剣道部 小林・福田

教育相談 （ 西村・福田・花田 ） ・卓球部 藤野・杉本

   SC.  SSW （ 西村・福田・花田 ） ・陸上競技部 前原・羽柴
・バレーボール部 中山・大場

保健指導 （ 森上 ） ・吹奏楽部 上仲・西村

防災指導 （ 中山 ） ・アート部 井上・早川

給食指導 （ 大場・羽柴・井上 ） ・プログラミング部※新規募集停止

・駅伝部※期間限定 前原・久津間

学校沿革史 （ 教頭・杉本 ）
学校広報 （ 杉本・藤井 ）
図書館運営 （ 見持・西村 ）
施設営繕 （ 教頭 ）
防災管理 （ 教頭 ）
保健衛生 （ 森上 ） ・総務広報部　（重村・花田・久津間・大場・西村　）

安全点検 （ 松永 ） ・研修部　　　　（上仲・藤野・見持・福田　）

ＰＴＡ （ 教頭 ） ・生活指導部　（羽柴・堀江・小松・安田・前原　）

用務 （ 山本 ） ・事業部　　　　（中山・木村・井上・木口・早川　）
・地域支会　　 （担当者）

県費事務 （ 田中武・林 ） ・学年支会 　　（学年主任）

市費事務 （ 田中武・林 ）
企画会議 教科書事務 （ 田中武・林 ）

給食事務 （ 田中武・林 ）
表彰事務 （ 大場 ）
福祉事務 （ 田中武・林 ）
公文書事務 （ 田中武・林 ）
福利厚生 （ 田中武・林 ）
日本スポーツ振興センター事務 （ 森上 ） 一般校具（田中武・林）
備品管理 （ 田中武・林 ） 教材校具（田中武・林）

特別支援校内委員会 理科教具（中山）

会計事務 学校経理 （田中武・林）
PTA会計 （教頭・林）
部活動助成会計 （田中武・林）
生徒会会計 （大場）
特別支援会計 （福田）
給食会計 （田中武・林）
学年会計 （花田・井上・松永・藤井）

調査書作成委員会 図書会計 （田中武）
教科会計 理科実習費　　(中山）　　　　　

技術実習費　　（木村）　　　　　　　
家庭科実習費 （藤野）　　　　　　　

親睦会会計 （森上・西村）

校務部
（教頭）

事務部
（林）

校長・教頭・教務
生徒指導主事
学年主任
特別支援コーディネーター

校長・教頭・教務
生徒指導主事
学年主任
特別支援コーディネーター

特別支援学級担任
養護教諭

校長・教頭・教務
生徒指導主事
進路指導主事
学年主任
特別支援コーディネーター

事務参事

新見市立新見第一中学校

教
 

頭

校
 

長

企
画
会
議

学
校
運
営
協
議
会

職
員
会
議

新
見
第
一
中
学
校
区

共
同
学
校
事
務
室

教務部
（杉本）

学習指導部
（小松）

特別活動部
（重村）

生徒指導部
（羽柴）

健康安全部
（森上）



令和３年度　年間行事予定 令和３年３月２２日現在 ファイルの場所　教務部→企画運営→年間計画 新見市立新見第一中学校

class　４月
給
食 class　５月

給
食 class　６月

給
食 class　７月

給
食 class　８月

給
食 class　９月

給
食 class　１０月

給
食 class　１１月

給
食 class　１２月

給
食 class　１月

給
食 class　２月

給
食 class　３月

給
食

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

みどりの日 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

子どもの日 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

1年 15 15 33 18 55 22 68 13 70 2 90 20 111 21 131 20 149 18 166 17 184 18 202 18

2年 16 16 34 18 56 22 69 13 71 2 91 20 112 21 132 20 150 18 167 17 185 18 203 18

3年 16 16 34 18 56 22 69 13 71 2 91 20 112 21 132 20 150 18 167 17 185 18 194 9

給食
日

14 17 22 13 2 19 21 19 18 17 18 16
給
食 196

☆期末考査について  　１学期は９教科実施。　テスト時間（２５分でも可）は柔軟に対応する。　２学期からのテストは再検討して、実施の有無・形態を考える。

☆学年活動について　　生徒の主体的な活動を中心に据える。各学年とも、①校内での集団作り活動（学習成果発表活動）と、②校外での体験学習活動　を２学期末までに実施する。実施時期は内容に応じて設定する。①については参観日扱いも可。

☆3年修学旅行は、１０月に実施予定（沖縄）

閉庁（8月16日まで）

授
業
日

月

月

水

６

土

７月

公立一般入試

月

水
2年ふるさと出前授業

土 木
3学期始業式

日月
3年実力テスト

火
小中音楽会

木
初任研

初任研 備北夏季総体
火 金土

課題テスト
日

火
１・２年学年末考査

１ 木
年度初休業日（4月7日
まで） 土 火 水

１・２年学年末考査
金

初任研
土木月

１

２ 金
職員会議

日

月 水
期末考査

土
元日

期末考査

火

日水

金木 日
PTA奉仕作業
レクリエーション大会

２
備北秋季総体

火 木 水水

３木
入学説明会

木
備北秋季総体

水 月
文化の日

金
憲法記念日

木

４ 日

３ 土 月

火 ４金
備北夏季総体

水 土 金金日
3年実力テスト

土 火月
3年実力テスト

木

５ 月
職員会議

水 月土
備北秋季総体予備日

木 ５

６ 火
生徒理解会議

木
初任研

日

日 水
3年出校日
評価会議 土

日

土金

火
備北夏季総体予備日
健康の森交流会 金

火日

実力テスト

木 金日

７ 水 金
参観日
学級・学年懇談
PTA総会

月 水

木
1学期始業式 初任研

土 火 木

火

日 火

月

金

水 ８

９ 金
入学式

日 水 金 日月
振替休日

木 土 ９水
公立特別入試

水

８ 土

１０

１１ 日 火 金

木 土 月

１１

１０ 土 月
３年修学旅行(沖縄)

水日

３年修学旅行(沖縄)
木 土

建国記念の日
金

ダンス発表会 卒業式
火 金

公立一般入試

公立特別入試
１・２年実力テスト 木

火
山の日

火 金 金
成人の日

木

火

月 水

月

土 月

日 水 土

１２水
3年実力テスト
１・２年課題テスト 土土

水１３ 火 木 日

１２

１３

日木 日
１・２年実力テスト

火
３年修学旅行(沖縄)

火 金
保護者懇談

土
PTA講演会
参観日

火

月 木 日

金

2年ふるさと職場体験
3年振替休業 日

１４ 水 金 月 日
2年ふるさと職場体験保護者懇談

水 火 木土

日
振替休業日

火

金
私立１期出願(18まで)

月

火 木
保護者懇談

１５ 木 土 火
１・２年参観日

金

１６

月水

１４

土

月

１６ 金
1年課題テスト

日 水
保護者懇談

月 日水
初任研

火木

１５水

木

１７金木

水金 土

金 水１７ 土 月 日

金１８ 日 火

月 木木土
初任研

火

１８火木 土金 日 月
運動会（午前）

水 土

日

金

水
3年学年末考査

月 １９土火 日金 土

２１

日 ２２

１９ 月 水
弁当の日

土
1学期終業式
職員会議 木

保護者懇談夏季休業日（8月29日
まで） 月月２０ 火 木 土 ２０日日 日木水火

駅伝大会敬老の日吹奏楽祭
金

月
振替休業日

日
春分の日保護者懇談

金

保護者懇談
土水金 火

火

火

月月２１ 水

木

金

水 月火

木
初任研

土 火

海の日

水

２３ 金 日
スポーツの日

木
秋分の日

２２ 木 土

期末考査
金水

２４ 土 月 金水土木

土火 日

２６ 月 水
職員会議

土

期末考査

２５

２３

火 金
2学期終業式
職員会議

天皇誕生日

木

水月

２４日
職員会議

水
保護者懇談

土 火 日木
勤労感謝の日

２６

２５金

年度末休業日
（3月31日まで）土

金

土

金
3年出校日

水 火
修了式
職員会議

月 木

水火

木月

日 金

日

日土

火 日 金

土

水月

日

土

土

3年ボランティア活動

２８

冬季休業日
（1月5日まで） 木

閉庁(1月3日まで）

２７日 日

私立1次入試？
月 月

私立1次入試？職員会議
月火

水
職員会議

月金

３１木

初任研

３１ 月 月日

３０
職員会議

金
2学期始業式
職員会議 木日 ３０水木

２９火
職員会議

月 火
教育研究会

２８
職員会議

金火
3年実力テスト

火 木

木

水

２９

金火土

金 水

水
初任研

２７ 火 木 月

土

職員会議
評価会議

1年ふるさと職場見学
日

木
昭和の日

土

全国学力学習状況調査
県学力学習状況調査

月

木

日

金

水


